


　1月12日（月・祝）、石狩市成人式が花川北コミ
センで開かれ、今年は418人の新成人が参加し
ました。成人式というと女性の華やかな振り袖姿
がとても印象的ですが、この美しい装いを30年
にわたって陰で支えてきた団体があります。倉岡
高子着物学院の皆さんです。毎年、会場の一角
に「着付けお直しコーナー」が設けられ、今年は
6人のメンバーが、着くずれしてしまった新成人を
無償でサポートしました。
　このボランティア活動のきっかけを尋ねると、同
院の大原久仁子さんが教えてくれました。「まだこ
の会場ができる前の、花川北中学校で成人式を
行っていたころの話です。今も続く、中学校ごとの
記念撮影会であっと気づいたんです」。それは

1人の女性が右前に着物を着ていたことでした。
一生に一度の大事な日。記念の写真にそのまま
の姿でよいのか――大原さんは迷わず、仲間の
嶋東代子さんと、大急ぎで女性を着替えさせた
といいます。「以来、着物学院として正式にお手
伝いできればと、参加するようになりました」。
　この日、式典も終わって新成人たちが会場を
後にする中、「着付けお直しコーナー」に帯を直し
てもらう女性の姿がありました。「これからどこか
に行くの？」と尋ねると「病院へ」という意外な答
え。「せっかくの着物姿を入院中のひいおばあ
ちゃんに見せたくて…」。その一言にメンバーは
がぜん張り切ります。「もちろん喜ぶわよ！きれい
な着物姿を見せてあげなくちゃね」。こんな新成
人とのやりとりが倉岡高子着物学院の皆さんの
活動の原動力になっています。

3 広報  いしかり  2015.02

市民の“十人十色”な暮らしを、ご紹介します。
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　昭和59年から市の成人式
において着物着付けのボラン
ティアを実施。式典が円滑に
進むよう協力するほか、和服
文化の普及振興にも寄与し、
平成26年度の市の教育文化
功労章に表彰されています。
　なお、着付けに興味があると
いう方は下記までお問い合わ
せください。現在、同院では着
付け教室は行っていません
が、同院メンバーが“倉岡流”
を伝授してくれます。あなたもぜ
ひ着物文化に触れてみませ
んか？
問合せ　春木さん　
173・0356

①30年間、成人式を支えてきた倉岡高子着物
学院の皆さん。

②花川北コミセンで行われた今年の石狩市
成人式。平成6年4月2日～平成7年4月1日
生まれの新成人548人中418人が式典に
参加しました。

③式典が始まる前の会場ロビーで倉岡高子
着物学院の皆さんが、新成人の着物がくず
れていないかを見守っていました。

④会場一角には「着付けお直しコーナー」を設
け、万が一の着くずれに対応。
⑤記念撮影の前、新成人たちに「きれいね」と
声をかけながら着物を直していくメンバー
たち。
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